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一
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に
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る
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節
去
声
字
の
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化

三
、
院
政
時
代
以
前
の
資
料
に
於
け
る
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化

I
、
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』

H
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』

輿
承
暦
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』

四
、
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程

五
、
院
政
時
代
の
和
語
に
於
け
る
一
音
節
去
声

六
、
む
す
び

「

　

は

　

じ

　

め

　

に

所
謂
呉
音
の
声
調
資
料
は
、
そ
れ
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

；
に
は
、
本
文
中
の
漢
字
に
声
点
・
反
切
注
等
を
加
点
し
た
呉
音
直
読
資
料
・
呉
音
読
訓
点
資
料
の
類
で
あ
り
、
今
三
は
、
掲
出
字
・

反
切
字
に
声
点
が
加
点
さ
れ
る
か
、
掲
出
字
の
声
調
に
関
す
る
注
記
の
見
ら
れ
る
辞
書
・
音
義
の
類
で
あ
る
。
後
者
の
、
辞
書
・
音
義
の
類

に
記
さ
れ
た
声
調
は
、
整
理
さ
れ
た
も
の
の
様
に
見
え
る
が
、
細
か
な
点
に
つ
い
て
は
不
統
一
な
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
辞
書
・
音
義

呉
音
二
音
節
去
声
字
の
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声
化
の
過
程
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一
八
六

に
記
さ
れ
た
声
調
の
背
景
に
、
実
際
の
本
文
を
読
讃
す
る
際
の
声
調
が
存
在
す
る
為
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
呉
音
声
調
に
つ

い
て
考
え
る
為
に
は
、
ま
ず
前
者
の
直
読
資
料
・
訓
点
資
料
を
扱
う
こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
呉
音
と
し
て
の
純
粋

度
の
高
さ
か
ら
呉
音
直
読
資
料
が
選
ば
れ
る
。

そ
の
様
な
呉
音
直
読
資
料
で
は
、
同
一
字
に
場
合
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
種
類
の
声
調
を
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
当
該
字

の
呉
音
声
調
と
し
て
複
数
の
声
調
が
存
す
る
の
は
何
故
か
、
ど
の
様
な
過
程
を
経
て
、
当
該
字
が
複
数
の
声
調
を
有
す
る
様
に
な
っ
た
の
か

が
問
題
と
な
る
。

当
該
字
が
複
数
の
声
調
を
有
す
る
も
の
の
一
つ
に
、
二
音
節
字
で
上
声
と
去
声
と
の
声
調
を
有
す
る
漢
字
群
が
有
る
。
所
謂
呉
音
に
於
い

（1）

て
は
、
平
安
時
代
後
期
に
去
声
で
あ
っ
た
〓
音
節
字
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
ほ
と
ん
ど
上
声
に
移
行
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
資

（2）

料
ご
と
に
、
去
声
の
字
が
上
声
の
字
と
な
っ
た
割
合
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
移
行
の
過
程
－
具
体
的
に
ど
の
様
な
場
合
か
ら

上
声
と
な
っ
て
行
っ
た
の
か
－
に
つ
い
て
は
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
こ
の
一
音
節
去
声
字
が
去
声
か
ら
上
声
へ
移
行
す
る
声

調
変
化
の
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
親
鸞
筆
『
観
無
量
寿
経
』
に
於
け
る
；
日
節
去
声
字
の
上
声
化

（3）

は
じ
め
に
鎌
倉
時
代
極
初
期
の
呉
音
直
読
資
料
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
に
於
け
る
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
つ
い
て
見
る
。

（4）

本
資
料
中
の
一
音
節
字
で
、
上
声
と
去
声
の
二
通
り
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字
と
そ
の
用
例
は
、
次
に
列
挙
す
る
如
く
で
あ
る
（
用
例
は

資
料
中
の
句
切
り
点
に
依
る
句
の
形
で
掲
出
す
る
）
。

1
不
－
不
（
上
）
可
至
禁
（
平
）
制
（
去
濁
）
（
4
㌧
4
、
）
　
不
（
上
〉
宜
（
上
濁
〉
住
（
平
濁
〉
此
（
5
－
5
）

（
上
声
点
加
点
例
V

I
句
頭
（
2
巧
例
）

二
・
㌧



2
如
－
如
〈
上
）
鉢
（
上
）
頭
（
上
濁
〉
摩
〈
上
）
華
（
上
）
（
甲
5
）

H
句
中
（
5
2
字
2
8
4
例
）

1
不
－
一
（
入
ノ
示
（
上
窟
（
入
）
往
（
平
）
（
2
与
）
　
臣
（
平
）
不
（
上
）
忍
（
平
）
聞
（
去
）
（
5
－
4
）
　
汝
（
平
）
不
（
上
）
為
（
上
）
我
邪
（
5
1
7
）
　
（
外
1
3
例
）

2
如
－
状
〈
去
濁
）
如
〈
上
）
懸
（
去
濁
）
鼓
（
平
）
（
早
4
）
　
従
〈
去
濁
）
如
（
上
）
意
（
平
）
珠
（
上
）
王
（
上
）
生
〈
去
）
（
甲
5
）
　
猶
（
去
）
如
（
上
京
（
去
）
室
（
平
）
（
窄
1
）

（
外
6
例
）

3
倶
－
千
（
き
二
（
平
）
百
〈
入
）
五
十
（
入
濁
）
人
（
上
）
倶
（
上
濁
）
（
2
1
3
）
　
千
二
百
五
十
人
（
上
）
倶
（
上
濁
）
（
①
去
）
　
天
童
諸
芸
）
天
（
上
）
大
衆
倶
（
上
）

4
威
－
世
尊
威
（
上
）
重
（
平
濁
）
（
6
－
5
）

5
婆
－
頻
（
去
濁
）
婆
（
上
濁
）
婆
（
上
）
羅
（
上
）
（
2
占
）

6
希
－
名
章
（
上
）
提
〈
上
濁
）
希
（
上
）
（
2
－
7
）

7
禰
－
如
（
き
須
（
上
）
禰
（
上
）
山
（
9
1
）
　
阿
（
去
）
滞
（
上
）
陀
（
上
濁
）
備
所
（
平
）
（
9
÷
）
　
如
五
（
平
濁
）
須
（
去
）
滞
（
上
）
山
（
上
）
（
牢
4
）
　
（
外
4
例
）

8
悲
－
願
（
平
濁
〉
興
〈
平
）
慈
（
去
濁
）
悲
〈
上
）
（
3
－
5
）

9
既
－
華
既
茎
数
巳
（
甲
5
）

1
0
沙
－
持
（
去
濁
）
沙
（
上
）
禰
（
上
）
戒
（
響
5
）

1
1
波
－
諸
（
去
｝
波
…
羅
（
上
）
蜜
（
入
〉
（
早
3
）

1
2
流
－
水
（
去
）
流
（
上
〉
光
（
去
）
明
（
上
）
（
甲
7
）
　
欲
令
（
去
）
法
音
（
去
）
宣
（
平
）
流
（
上
）
（
⑤
－
8
）

1
3
瑠
－
映
（
去
）
瑠
（
上
）
璃
地
（
B
T
4
）

1
4
祇
－
倫
（
去
）
檜
（
上
）
祇
（
上
濁
）
物
（
入
）
（
5
7
4
）

1
5
遊
－
常
（
去
濁
）
遊
（
上
）
諸
備
（
牢
3
）

阿
（
去
）
憎
（
上
）
祇
（
上
濁
）
劫
（
入
）
（
⑦
1
）

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
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1
6
邪
－
猶
（
去
〉
存
（
上
濁
〉
在
（
平
濁
）
邪
（
上
）
（
4
－
2
）

1
7
須
－
如
〈
去
）
須
（
上
）
珊
（
上
）
山
（
9
1
）
　
如
須
（
上
）
爾
山
（
〓
T
5
）
　
如
（
去
〉
須
（
上
）
禰
（
上
）
山
〈
上
）
彿
（
⑬
去
）
　
蓬
（
去
）
琴
上
）
央
（
上
）
間
（
上
）

（
4
6
－
5
）

1
8
之
－
悪
（
入
）
友
〈
上
）
之
王
教
（
平
）
（
2
－
5
）
　
心
（
去
）
之
（
上
濁
）
所
念
（
平
）
（
7
1
）
　
鷹
（
平
）
長
（
平
濁
）
之
（
上
）
相
（
甲
4
）
　
所
能
（
去
）
知
（
上
）
之

（
上
）
（
⑧
1
）
　
（
外
7
例
）

1
9
何
－
我
宿
（
人
〉
何
（
上
濁
）
罪
（
平
濁
）
（
7
7
）
　
云
（
去
）
何
王
濁
）
普
見
（
早
5
）
　
普
（
去
）
云
〈
上
）
何
（
上
濁
）
親
（
平
）
（
窄
1
）
　
（
外
4
例
）

2
0
修
－
欲
修
（
上
）
浮
業
（
入
濁
）
者
（
1
0
÷
）
　
雷
（
去
）
修
（
上
）
三
〈
去
）
福
（
入
）
（
早
2
）
　
戒
香
裏
芸
）
修
〈
上
濁
）
（
響
7
）

n
其
1
怒
〈
去
）
其
（
去
濁
）
母
（
平
）
日
（
入
）
（
4
－
5
）
　
欲
（
入
）
害
（
平
濁
）
其
（
上
濁
）
母
（
平
）
（
4
土
　
令
其
（
上
濁
）
蓮
（
去
）
華
（
窄
3
）
　
遍
（
平
）
英
断
）
上

賛
土
　
（
2
6
1
1
）
　
　
（
外
8
例
）

2
2
持
－
受
持
（
上
濁
）
三
園
壬
（
早
3
）
　
汝
持
（
上
濁
）
偶
語
（
ワ
1
）
　
憶
（
入
）
持
（
上
濁
）
不
失
〈
入
）
（
牢
3
）
　
汝
好
（
平
）
持
（
上
濁
）
是
語
（
甲
3
）

（
外
2
例
）

2
3
於
1
親
（
平
）
於
（
上
）
西
（
去
）
方
（
上
）
（
望
5
）
　
想
（
平
）
於
（
上
）
西
（
去
）
方
（
早
1
）
　
如
於
〈
上
）
鏡
（
平
）
中
（
上
濁
）
（
響
7
）
　
皆
於
王
）
中
（
上
）
現
（
3
5

－
2
）
　
　
（
外
8
例
）

2
4
元
－
心
（
去
）
眼
（
平
濁
）
元
（
上
）
郭
（
平
）
（
1
0
－
3
）
　
苦
空
（
去
）
元
（
上
）
常
（
上
濁
）
（
望
3
）
　
元
常
（
上
濁
）
元
〈
上
）
我
（
牢
3
）
　
名
元
（
上
）
連
光
（
3
8

1
7
）
　
　
（
外
7
例
）

2
5
時
－
一
（
入
）
時
（
上
濁
）
備
（
入
濁
）
在
（
2
－
2
）
　
爾
時
（
上
濁
）
王
（
去
）
舎
大
城
（
去
濁
）
（
2
－
4
）
　
在
（
平
濁
）
昔
（
入
）
之
時
〈
上
濁
）
（
6
－
4
）
　
（
外
1
2

例
）

2
6
鵠
－
輿
賊
烏
（
上
）
件
（
平
濁
）
（
4
占
）
　
汝
（
平
）
不
〈
上
）
烏
（
上
）
我
邪
（
5
一
7
）
　
名
烏
（
上
）
浮
業
（
〓
丁
5
）
　
康
薦
〈
上
）
多
（
去
）
衆
（
平
）
（
㍑
T
4
）

（
外
1
6
例
）



2
7
羅
－
頻
（
毒
）
婆
（
上
濁
）
婆
（
上
）
羅
（
上
）
（
2
占
）
　
是
栴
（
去
）
陀
（
上
濁
）
羅
｛
上
）
（
5
去
）
　
諸
（
去
）
波
（
上
）
羅
（
上
）
蜜
（
入
）
（
早
3
）
　
（
外
1
4
例
）

2
8
華
－
坐
（
平
濁
）
百
賛
（
平
）
蓮
（
去
）
華
（
上
濁
）
（
7
4
）
　
雑
（
入
濁
）
華
（
上
）
雲
（
平
）
（
窄
2
）
　
坐
（
平
濁
）
彼
華
（
上
）
上
（
響
4
）
　
（
外
1
9
例
）

2
9
諸
－
制
（
去
）
諸
（
上
）
群
（
去
濁
）
臣
（
上
濁
）
（
2
－
6
）
　
其
諸
（
上
）
賛
樹
（
ワ
7
）
　
撮
（
入
）
諸
〈
上
）
衆
（
去
）
生
（
甲
1
）
　
（
外
1
9
例
）

3
0
陀
－
枇
（
去
濁
）
陀
（
上
濁
）
論
（
平
）
脛
（
上
）
説
（
5
－
2
）
　
三
（
去
〉
貌
（
入
）
三
（
去
）
悌
（
入
濁
）
陀
（
上
濁
）
（
響
2
）
　
阿
（
平
）
難
〈
去
）
陀
（
上
濁
）
（
①
占
）
　
（
外

1
0
例
）

3
1
多
（
8
（
以
下
複
数
の
場
合
に
用
例
数
の
み
を
記
す
）
）
3
2
初
　
3
3
和
　
3
4
富
　
3
5
微
（
3
）
　
3
6
思
（
2
）
　
3
7
恭
　
3
8
慈
（
2
）
　
3
9
拘

4

0

池

（

4

）

　

4

1

無

（

2

）

　

4

2

知

（

6

）

　

4

3

置

　

4

4

者

　

4

5

菩

（

5

）

　

4

6

除

（

2

）

　

4

7

離

（

2

）

　

4

8

雨

　

4

9

頭

（

4

）

　

5

0

五

（

7

）

5

1

指

　

5

2

紫

（

3

）

（
去
声
点
加
点
例
V

I
句
頭
（
4
2
字
1
0
2
例
）

l
不
－
不
〈
去
）
令
（
上
）
復
（
平
濁
）
出
（
入
）
（
6
－
2
）

2
如
－
如
（
去
）
是
（
平
濁
）
我
〈
平
濁
）
聞
（
去
）
（
2
去
）
　
如
（
去
）
鷹
（
上
）
隼
（
平
濁
〉
飛
（
平
）
（
3
－
5
）
　
如
（
去
）
須
（
上
）
禰
（
上
）
山
（
9
－
1
）
　
（
外
5
例
）

3
倶
－
倶
（
去
）
時
放
光
明
（
空
4
）
　
倶
（
去
）
合
（
平
）
一
（
入
）
虞
（
平
）
（
⑧
1
3
）

4
威
－
威
（
去
）
儀
（
上
濁
）
元
敏
（
入
）
（
甲
6
）

5
婆
－
婆
（
去
）
羅
（
上
）
樹
王
（
去
）
備
（
⑬
－
2
）
　
婆
（
去
）
婆
（
上
濁
）
国
土
（
⑮
－
7
）

6
希
－
希
〈
去
）
有
之
事
（
⑮
－
7
）

7
禰
－
滞
（
去
）
覆
〈
平
）
樹
（
平
濁
）
上
（
用
T
4
）

8
悲
－
悲
（
去
）
泣
（
入
）
雨
（
去
）
涙
（
平
）
（
6
－
6
）

呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程



鎌
　
倉
　
時
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研
　
究

9
既
－
既
（
去
）
見
目
巳
（
早
4
）
　
既
（
去
〉
見
水
〈
上
）
巳
（
早
6
）

1
0
沙
－
沙
（
去
）
門
（
上
）
目
〈
入
）
連
（
去
）
（
4
】
3
）

1
2
流
－
流
（
去
〉
注
（
平
濁
〉
華
（
去
）
間
（
上
）
（
牢
2
）
　
流
〈
去
）
出
八
万
四
千
種
（
平
濁
）
光
明
（
甲
5
）

1
4
祇
－
祇
〈
去
濁
）
樹
（
平
濁
）
給
〈
入
）
孤
（
上
〉
濁
〈
入
濁
）
園
〈
去
）
（
①
－
2
）

1
5
遊
－
遊
〈
去
）
歴
十
万
（
甲
5
）

1
7
須
－
須
云
）
禰
（
上
）
相
悌
（
⑨
占
）

1
8
之
－
之
（
去
）
所
能
（
去
）
知
〈
上
）
（
⑦
1
4
）

1
9
何
－
何
（
去
潤
）
等
因
（
去
）
緑
（
上
）
（
8
1
）
　
何
（
去
濁
）
況
至
有
貿
（
⑤
｝
）
　
何
（
去
濁
）
故
名
（
去
）
薦
（
上
）
（
⑭
－
1
）

2
0
修
－
修
（
去
〉
多
〈
上
）
羅
（
上
）
合
（
入
濁
）
（
訓
∵
1
）
　
修
（
去
）
諸
（
上
）
三
〈
上
）
昧
（
響
1
）
　
修
（
去
）
行
（
上
濁
）
諸
（
去
）
戒
（
早
3
）

2
1
其
－
其
（
去
慣
）
光
（
上
）
金
（
去
）
色
（
8
÷
）
　
其
（
去
濁
）
障
（
上
濁
）
八
（
入
）
方
（
去
）
（
早
2
）
　
其
（
去
濁
）
摩
〈
上
）
尼
（
上
）
水
（
上
）
（
牢
2
）

（
外
4
例
）

2
2
持
－
持
〈
志
〇
用
上
王
（
4
主
）
　
持
（
去
濁
）
金
〈
上
）
蓮
（
上
）
華
〈
上
濁
）
（
響
6
）
　
持
〈
去
濁
）
八
戒
賓
（
平
）
（
早
3
）
　
持
〈
去
濁
）
沙
（
上
）
禰
（
土
）
戒
（
5
2

－
5
）
　
　
（
外
3
例
）

2
3
於
－
於
（
去
）
王
（
上
）
宮
（
上
濁
〉
出
（
7
2
）
　
於
（
去
）
衆
（
上
）
葉
間
〈
去
）
（
l
P
2
）
　
於
（
去
）
七
賛
地
上
（
聖
2
）
　
（
外
9
例
）

2
4
元
－
充
云
）
由
（
上
）
得
（
入
）
見
（
平
）
（
6
1
5
）
　
元
（
去
）
生
（
上
）
法
〈
入
濁
〉
忍
（
〓
T
l
）
　
元
（
去
）
分
（
平
濁
）
散
（
平
濁
）
意
〈
平
｝
（
早
6
）
　
（
外
2
例
）

2
5
時
－
時
〈
去
空
目
撞
連
（
3
－
5
）
　
時
（
去
濁
｝
阿
（
平
）
闇
世
（
4
1
）

2
6
鵠
－
薦
〈
去
）
王
（
上
）
説
法
（
入
）
（
3
÷
）
　
烏
（
去
）
王
〈
上
）
作
稽
（
5
1
）

12）

2
7
羅
－
羅
（
去
）
喉
（
上
濁
）
羅
（
上
）
（
①
占
）

時
（
去
濁
）
睾
提
希
（
6
－
2
・
7
－
3
）

薦
（
去
）
煩
（
上
濁
）
憫
賊
（
早
2
）
　
烏
（
去
）
其
（
上
濁
）
勝
（
平
）
友
〈
上
）
（
6
3



2
8
華
－
華
（
去
上
自
然
（
B
T
3
）
　
華
（
去
）
上
皆
有
（
甲
4
）

2
9
諸
－
諸
（
去
疲
〈
上
）
羅
（
上
）
蜜
（
入
）
（
牢
3
）
　
諸
（
去
）
蓮
（
上
）
華
上
（
甲
6
）
　
諸
（
去
）
荘
（
上
）
厳
王
濁
）
事
（
．
3
6
－
2
）
　
諸
（
去
）
賛
行
（
平
濁
〉
樹
（
⑥

－1）

3
0
陀
－
陀
（
去
濁
）
羅
（
上
）
尼
（
上
）
門
（
上
）
（
空
7
）

3

1

多

（

3

）

　

3

3

和

　

3

5

微

（

3

）

　

3

7

恭

　

3

8

慈

　

4

0

池

（

2

）

　

4

1

無

（

2

）

　

4

2

知

　

4

4

膏

　

4

5

菩

　

4

6

除

（

2

）

　

4

7

離

　

4

8

雨

　

4

9

頭

　

5

0

五

H
句
中
（
3
3
字
6
4
例
）

2
如
－
其
光
〈
上
）
如
（
去
）
華
（
上
）
（
早
6
）
　
其
光
（
上
）
如
（
去
）
羞
（
上
）
（
窄
1
）

3
倶
－
一
時
（
上
濁
）
倶
（
去
〉
至
（
甲
7
）
　
同
〈
去
濁
）
時
（
上
濁
）
倶
（
去
）
作
（
平
）
（
⑥
－
2
）

4
威
－
不
犯
華
濁
｝
威
（
去
）
儀
（
上
濁
）
（
早
3
）

7
禰
－
莫
（
入
着
禰
（
去
）
満
（
上
）
（
乎
1
）

1
1
波
－
僑
（
去
療
〈
平
濁
）
波
（
去
）
提
（
上
濁
）
（
①
－
6
）

1
3
瑠
－
作
増
（
去
）
璃
（
上
）
想
（
M
T
7
）
　
撃
（
平
）
瑠
（
去
）
璃
（
上
）
地
（
B
T
2
）
　
金
（
去
）
銀
（
上
濁
）
瑠
（
去
）
璃
〈
上
）
（
③
1
5
）

1
6
邪
－
名
烏
邪
（
去
濁
）
観
（
平
）
（
ワ
4
）

1
7
須
－
如
五
華
濁
）
須
（
去
）
禰
〈
上
）
山
〈
上
）
（
牢
4
）
　
得
須
（
去
）
陀
（
上
濁
）
垣
（
上
）
（
甲
6
）

1
8
之
－
雑
（
入
商
）
色
之
（
去
）
鳥
（
上
）
（
④
一
7
）
　
共
命
（
平
）
之
（
去
）
鳥
（
上
）
（
⑤
1
）
　
尚
（
去
）
無
（
上
）
三
〈
去
）
悪
道
之
（
去
）
名
（
上
）
（
5
－
7
）

1
9
何
－
彼
土
何
〈
去
濁
）
故
（
②
－
7
）
　
彼
悌
何
（
去
濁
）
故
（
⑥
占
）

2
1
其
－
以
烏
（
上
）
其
（
去
濁
）
董
（
上
濁
）
（
苧
2
）
　
勒
（
平
）
進
〈
平
濁
）
其
〈
去
濁
）
心
（
上
）
（
空
1
）
　
充
（
去
濁
）
満
（
平
）
其
（
去
濁
）
中
（
上
）
（
③
】
4
）
　
現
在
其

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
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（
去
濁
〉
前
（
上
濁
）
（
⑨
1
1
）

2
2
持
－
即
是
持
議
盲
（
上
）
量
毒
彿
名
（
上
）
（
甲
3
）

2
4
元
－
心
得
元
（
去
）
堅
上
濁
）
（
け
丁
3
）
　
及
元
（
去
）
見
頂
（
平
濁
）
相
（
平
）
（
3
7
－
2
）
　
但
費
（
入
）
元
（
去
）
上
道
心
（
上
）
（
掴
丁
4
）
　
受
苦
元
（
去
）

窮
（
上
濁
）
（
甲
4
）

2
5
時
－
如
是
時
（
去
濁
）
間
（
上
）
（
3
与
）

2
7
羅
－
衆
（
去
）
賛
羅
（
去
）
網
（
上
）
（
響
6
）

2
8
華
1
百
億
（
入
）
華
（
去
）
瞳
（
上
濁
）
（
用
T
l
・
）

七
重
羅
（
去
）
網
（
上
）
（
③
1
）

七
賛
華
（
去
）
菓
（
入
）
（
ワ
7
）

及
賓
羅
（
去
）
網
（
⑥
1
）

枝
（
去
）
葉
（
入
）
華
（
去
）
菓
（
州
T
3
）
　
流
（
去
）
注
（
平
濁
）
華
（
去
）
間
（
上
）

（
牢
2
）
　
是
烏
（
上
）
華
（
去
）
座
（
平
濁
）
想
（
響
3
）

2
9
諸
－
天
童
諸
（
去
）
彿
（
9
－
5
）
　
涌
（
去
）
生
（
上
）
諸
〈
去
）
菓
（
1
P
6
）
　
不
遇
諸
〈
去
）
桐
〈
平
）
（
乎
5
）
　
修
（
去
）
行
（
上
濁
）
諸
（
去
）
戒
（
早
3
）

童
話
｛
去
）
天
（
上
）
大
衆
倶
（
上
）
（
2
－
4
）

元

3

1

多

（

3

）

　

3

2

初

　

3

3

和

　

3

4

富

　

3

6

思

　

3

8

慈

　

3

9

拘

　

4

0

池

　

4

1

無

　

4

2

知

（

2

）

　

4

3

置

　

4

4

膏

（

2

）

　

4

8

両

　

5

0

五

（

2

）

5
1
指
　
5
2
紫
（
2
）

以
上
、
上
声
点
加
点
例
・
去
声
点
加
点
例
と
も
、
当
該
字
の
句
中
で
の
位
置
に
注
目
し
、
分
類
し
て
挙
げ
た
。

右
の
諸
字
は
、
本
資
料
に
於
い
て
は
、
上
声
と
去
声
と
の
二
通
り
の
声
調
を
有
す
る
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
資
料
よ
り
も
前
の
時

（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

代
の
呉
音
声
調
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
呉
音
声
調
資
料
で
は
、
去
声
で
あ
る
事
が
確
か
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
始
め
の
三
字
「
不
・

如
・
倶
」
は
、
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
和
音
」
　
の
仮
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

不
（
略
）
　
禾
フ
（
去
）
（
彿
上
七
七
2
）

如
（
略
）
　
禾
こ
（
平
）
ヨ
（
上
）
（
備
中
六
5
）



倶
（
略
）
　
禾
ク
（
去
）
（
備
上
三
一
7
）

と
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
去
声
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
来
は
去
声
の
字
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
字
に

対
し
て
、
本
資
料
で
は
上
声
と
去
声
と
の
二
通
り
の
声
点
加
点
例
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
上
声
点
加
点
例
・
去
声
点
加
点
例
の
具
体
例
よ
り
ま
ず
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
声
点
加
点
例
は
句
頭
に
は
ほ
と
ん
ど
出
現
せ
ず
、
去

声
点
加
点
例
は
句
頭
に
多
く
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
当
該
字
が
句
中
に
位
置
す
る
場
合
に
は
、
多
く
上
声
と
な
り
、

句
頭
に
立
つ
場
合
に
は
去
声
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
に
於
け
る
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
ど
の
場
合
に
も
一
様
に
起

こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
句
頭
と
句
頭
以
外
と
で
は
、
そ
の
上
声
化
の
様
相
が
明
ら
か
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

右
の
結
果
か
ら
、
呉
音
直
読
資
料
に
於
け
る
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
句
中
よ
り
始
ま
り
、
そ
れ
が
次
第
に
句
頭
の
場
合
に
ま
で
及

ぶ
様
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
声
は
句
中
に
し
か
現
わ
れ
な
い
（
例
外
三
例
）
と
す
る
と
、
他
の
声
調
変
化
の
場
合
を
考
え
て
、
句
中
で
の
上
声
の
出
現
は
、

あ
る
特
定
の
声
調
の
直
後
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
列
挙
し
た
具
体
例
よ
り
、
直
前
の
字
の
声
調
に

か
か
わ
ら
ず
上
声
が
出
現
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
直
前
の
字
の
声
調
に
よ
っ
て
上
声
化
の
程
度
に
違
い
が
見
ら

れ
る
の
か
ど
う
か
を
調
べ
る
為
に
、
直
前
の
字
の
声
調
ご
と
に
上
声
と
な
る
も
の
と
、
去
声
と
な
る
も
の
と
の
例
数
を
見
る
と
、
表
I
の
如

く
に
な
る
。
（
0
内
は
各
声
調
の
直
後
で
の
上
声
と
去
声
と
の
割
合
（
％
）
　
で
あ
る
。
㊥
は
直
前
の
字
の
声
調
、
㊧
は
当
該
字
の
声
調
。
以
下
同
じ
。
）

表
I
よ
り
、
直
前
の
字
の
声
調
に
か
か
わ
ら
ず
句
中
で
の
上
声
は
去
声
の
二
倍
以
上
の
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
直

前
の
字
の
声
調
が
去
声
の
場
合
に
は
、
他
の
場
合
と
較
べ
、
上
声
と
な
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
同
一
語
の
語
頭
の
字
で
あ
っ

て
も
、
直
前
の
字
の
声
調
が
去
声
の
場
合
と
、
そ
れ
以
外
の
場
合
と
で
は
、
声
調
に
違
い
が
見
ら
れ
る
次
の
様
な
例
も
存
し
、
去
声
と
去
声

と
の
連
続
は
避
け
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
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計 入 去 上 平
％

292 63 411 64 68
上

018 766 859 027 547

66 001 5 81 52
去

091 333 24 082 522

0043 45 191 46 111
計

00ハU1 0001 0001 0001 0001

［
映
（
去
）
瑠
（
上
）
璃
地
（
早
4
）

撃
（
平
）
瑠
（
去
）
璃
（
上
）
地
（
早
2
）

如
（
去
）
須
（
上
）
禰
（
上
）
山
（
9
1
）

如
五
（
平
濁
）
須
（
去
）
禰
（
上
）
山
（
上
）
（
聖
4
）

さ
て
、
句
頭
に
は
上
声
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
句
頭
で
あ
り
な

が
ら
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
三
例
は
、
句
頭
以
外
で
起
こ
っ
た
上
声
化
が
既
に
句
頭
字
に
ま

で
及
ん
だ
例
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
は
例
外
と
し
て
保
留
と
し
て
お
き
た

ヽ

J

 

O

、．V

ま
た
、
句
中
で
は
上
声
点
加
点
例
と
共
に
去
声
点
加
点
例
も
3
3
字
6
4
例
見
ら
れ
た
。
こ
の

3
3
字
6
4
例
を
改
め
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
例
は
句
頭
以
外
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
句
末

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
事
よ
り
、
そ
れ
ら
の
去
声
点
加
点
例
は
句
中
の

字
で
は
あ
っ
て
も
語
頭
の
字
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
語

の
観
点
で
用
例
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
の
際
に
一
語
を
如
何
に
認
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
当
然
親
鸞
自
身
の
語

認
識
に
基
づ
い
て
作
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
今
は
便
宜
上
親
鸞
の
加
点
本
を
訓
み
下
し
た

（10）

も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
『
悌
説
観
無
量
寿
経
延
書
』
に
依
っ
て
、
語
認
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
用
例
は
先
掲
の
も
の
と
重
な
る
為
、

（11）

一
々
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
が
、
例
外
二
例
を
除
く
全
例
が
、
次
の
如
く
に
語
頭
の
字
と
認
定
さ
れ
、
語
中
で
の
去
声
点
加
点
例
は
見
ら
れ

な
い
。
（
　
－
　
の
下
は
『
悌
説
観
無
量
寿
経
延
書
』
）



百
億
（
入
）
華
（
去
）
憧
〈
上
濁
）
　
－
　
百
億
の
華
憧

作
瑠
（
去
）
璃
（
上
）
想
　
－
　
瑠
璃
の
お
も
ひ
を
な
せ

一
時
（
上
濁
）
倶
〈
去
）
至
　
－
一
時
に
と
も
に
い
た
る

不
犯
（
平
濁
）
威
（
去
）
儀
（
上
濁
）
　
－
　
威
儀
を
犯
せ
す

名
鵠
邪
（
去
濁
癒
（
平
）
　
－
　
な
つ
け
て
邪
親
と
す

以
下
類
例
五
十
七
例
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
句
中
で
は
あ
っ
て
も
一
語
の
語
頭
に
当
た
る
字
に
は
去
声
が
残
る
こ
と
が
有
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
呉
音
直
読
資
料
の
声
調
を
整
理
す
る
際
に
は
、
一
字
だ
け
を
取
り
出
t
て
考
え
た
り
、
直
前
の
字
の
声
調
と
の
関
係
を
考
え
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
一
句
中
に
於
け
る
位
置
と
同
時
に
、
右
の
如
く
に
一
語
中
に
於
け
る
位
置
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
同
じ
漢
字
の
連
続
で
あ
っ
て
も
、
当
該
字
の
語
中
で
の
位
置
が
異
な
る
為
に
そ
の
声
調
が
違
っ
て
い
る
次
の
様
な

例
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

幽
閉
（
去
）
置
（
き
於
　
－
　
幽
閉
し
て
（
略
）
に
を
く

閉
（
平
〉
置
〈
上
）
深
〈
去
濁
）
宮
（
上
濁
）
　
－
　
深
宮
に
閉
置
し
て

次
に
、
こ
れ
ま
で
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
て
来
た
去
声
点
加
点
例
だ
け
の
二
音
節
字
、
上
声
点
加
点
例
だ
け
の
〓
音
節
字
に
つ
い
て
見
て

み
た
い
。

去
声
点
加
点
例
の
み
の
一
音
節
字
は
、
本
資
料
に
於
い
て
1
4
字
3
0
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
例
は
い
ず
れ
も
、
句
頭
字
で
あ
る
か
句
中

で
は
あ
っ
て
も
語
頭
の
字
で
あ
り
、
先
の
分
析
結
果
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
上
声
点
加
点
例
の
み
の
二
音
節
字
は
、
5
7
字
9
4
例
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
は
総
て
句
中
で
の
用
例
で
あ
り
、
こ
れ
も
先
の
分
析
結
果
と
一
致
す
る
。

残
る
問
題
と
し
て
、
句
中
の
語
頭
字
で
あ
り
な
が
ら
、
上
声
と
な
る
字
と
去
声
と
な
る
字
と
の
差
異
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
有
ろ
う
か

呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

計 入 去 上 平
％

271 12 08 51 65
上

927 355 149 554 007

46 71 5 001 42
去

172 744 95 545 003

632 83 58 33 08
計

0001 0001 0001 0001 0001

一
九
六

と
思
う
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
答
を
得
て
い
な
い
が
、
一
つ
に
は
直
前
の
字
の

声
調
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
去
声
の
直
後
で
は
、
上
声
化
が
起
こ
り

や
す
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
点
は
句
中
の
語
頭
字
に
限
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
今
、
句

中
の
語
頭
字
に
限
っ
て
、
表
I
と
同
様
の
表
を
作
製
す
れ
ば
表
I
′
　
の
如
く
に
な
る
。

そ
の
外
の
原
因
と
し
て
、
一
語
と
し
て
の
定
着
度
の
差
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
着

度
の
高
い
語
は
、
ど
の
様
な
場
合
に
も
そ
の
語
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
実
現
さ
れ
る
事
が

予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
十
分
な
考
察
が
で
き
て
お
ら
ず
、

（12）

後
考
に
ま
ち
た
い
。

以
上
、
本
資
料
の
分
析
よ
り
知
ら
れ
た
点
は
次
の
様
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

一
、
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
句
中
の
字
か
ら
始
ま
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

中
で
も
去
声
字
の
直
後
に
位
置
し
た
場
合
に
は
、
上
声
化
が
起
き
や
す
い
。

二
、
句
中
で
あ
っ
て
も
語
頭
字
で
は
去
声
を
と
ど
め
る
場
合
が
有
る
。

三
、
院
政
時
代
以
前
の
資
料
に
於
け
る
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化

鎌
倉
時
代
極
初
期
の
親
鸞
の
資
料
に
於
い
て
は
、
本
来
の
一
音
節
去
声
字
が
、
相
当
数
句

中
で
は
上
声
に
移
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
院
政
時
代
以
前
の
資
料
で
は
、
上
声
に
移
行
し

た
例
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
声
化
が
ど
の
様
な
場
合
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
を
逆
に
辿
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
時
代
を
遡
る
形
で
一
音
節
去
声
字
の
上
声

化
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



（13）

I
、
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』

ま
ず
、
院
政
時
代
末
期
の
呉
音
直
読
資
料
で
あ
る
本
資
料
に
つ
い
て
同
様
の
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。
以
下
に
先
と
同
じ
方
法
で
用
例
を

掲
げ
る
。
上
声
点
加
点
例
・
去
声
点
加
点
例
を
共
に
有
す
る
一
音
節
字
の
例
で
あ
る
。

（
上
声
点
加
点
例
V

I
句
頭
（
4
字
4
例
）

「〓、

娯
－
娯
篇
嗣
首
（
人
）
之
具
（
二
2
2
0
）

都
－
都
薫
不
〈
上
）
見
（
平
）
汝
（
二
4
6
4
）

婆
－
婆
軍
舶
車
上
）
阿
（
去
）
修
〈
上
）
羅
（
上
）
王
〈
上
）
（
一
3
7
）

不
－
不
軍
以
〈
平
）
旦
壁
書
〈
平
）
（
「
用
）

H
句
中
（
6
1
字
1
9
4
例
）

娯
－
観
娯
（
上
濁
）
欒
〈
平
濁
）
著
（
二
2
6
4
）

婆
l
堅
入
海
）
陀
（
上
濁
）
婆
（
上
濁
）
羅
（
上
）
菩
薩
（
一
望
　
有
四
乾
（
去
濁
〉
閻
（
入
濁
）
婆
（
上
濁
）
王
〈
上
）
（
一
望
　
頻
（
平
）
婆
（
上
濁
）
羅
（
上
）
（
七
墜
　
（
外

4
例
）

不
－
十
〈
入
濁
〉
八
〈
入
）
不
（
上
）
共
（
平
濁
）
法
（
入
）
（
二
鬱
　
如
（
去
）
釆
（
上
）
不
（
上
）
欺
（
上
濁
）
証
〈
平
）
（
∵
根
）
　
呈
喜
得
（
入
）
不
（
上
）
説
（
二
m
）
　
〈
外

7
例
）

阿
－
若
阿
（
上
）
政
（
入
濁
）
摩
（
去
）
羅
（
上
）
（
八
1
9
5
）
一
名
阿
（
上
）
閤
在
観
喜
囲
（
三
懸

烏
（
3
（
以
下
複
数
の
場
合
に
用
例
数
の
み
を
記
す
）
）
響
（
3
）
　
羅
（
2
1
）
　
於
（
4
）
　
伽
（
3
）
　
迦
（
5
）

（
3
）
　
衆
（
7
）
　
諸
（
1
1
）
　
塗
（
2
）
　
多
（
4
）
　
如
（
2
）
　
無
（
8
）
　
油
（
8
）
　
疑
（
7
）
　
憂
　
駕
　
鬼

求
　
牙
（
2
）
　
飢
　
炬
（
2
）
　
欺
（
2
）
　
庫
　
枯
（
2
）
　
思
　
之
（
3
）
　
車
（
2
）
　
闇
（
3
）
　
濃
（
2
）

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程

河
（
2
）
　
華
（
8
）
　
其

宜
　
幾
（
2
）
　
丘
（
2
）

周
　
殊
　
除
（
3
）
　
鹿

一
九
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

疎
（
3
）
　
頭
（
2
）
　
通
（
3
）
　
置
（
2
）
　
稚
（
4
）
　
尼
（
3
）
　
而
　
奴
　
波
（
2
）
　
菩
　
魔
　
摩
（
4
）
　
耶
　
螺
（
4
）
　
裸
　
流

駐
　
和

へ
去
声
点
加
点
例
V

I
句
頭
（
4
0
字
8
1
例
）

娯
1
娯
（
去
濁
）
欒
〈
入
）
之
具
（
六
墜
　
娯
（
去
濁
）
欒
（
入
）
快
（
平
）
欒
（
入
）
（
八
3
7
3
）
　
娯
議
宮
入
）
之
具
（
二
2
2
0
）

都
－
都
（
去
）
不
覚
知
（
四
1
0
1
）
　
都
薫
不
（
上
）
見
（
平
）
汝
（
二
4
6
4
）

婆
－
婆
〈
去
）
師
（
上
）
迦
〈
上
）
華
油
燈
（
八
2
0
9
）
　
婆
遠
胴
藩
〈
上
）
阿
（
去
）
修
（
上
）
羅
（
上
）
王
（
上
）
（
一
3
7
）

不
－
不
（
去
）
肯
（
平
）
信
（
平
）
受
〈
平
）
（
二
懸
　
不
（
去
）
能
（
上
）
暫
（
平
濁
）
捨
（
平
）
（
二
型
　
不
（
去
）
能
（
上
）
暁
（
去
）
了
（
平
）
此
（
平
）
（
一
5
0
8
）
　
へ
外
3
例
）

阿
　
鵠
（
4
）
　
於
（
4
）
　
迦
　
華
　
其
（
2
）
　
衆
（
2
）
　
諸
（
3
）
　
多
（
5
）
　
如
（
9
）
　
無
（
2
）
　
駕
　
鬼
　
宜
　
求
　
牙
　
飢

庫
　
枯
　
思
　
周
（
3
）
　
殊
　
除
　
疎
　
頭
（
2
）
　
置
　
稚
　
尼
　
而
（
4
）
　
奴
（
4
）
　
波
　
摩
　
螺
　
裸
　
流
　
和

H
句
中
　
（
4
3
字
8
4
例
）

娯
－
五
欲
娯
妄
濁
）
欒
（
入
）
（
六
4
1
0
）
　
在
中
而
娯
（
去
濁
）
欒
（
入
）
（
六
4
3
7
）

阿
－
皆
是
阿
（
去
）
惟
（
上
）
越
（
入
）
致
（
上
）
（
五
1
4
4
）
　
枇
（
去
濁
）
摩
〈
上
）
質
（
入
）
多
（
上
）
羅
（
上
）
阿
（
去
）
修
（
上
）
羅
（
上
）
王
（
上
）
（
「
謂
）
　
（
外
4
例
）

腎
－
飲
食
啓
（
去
）
薬
（
入
）
（
五
2
5
6
）

羅
－
真
〈
去
蕗
（
上
濁
）
羅
（
去
）
網
（
上
）
（
二
2
8
9
）

鵠
　
於
　
河
　
華
（
2
）
　
其
（
3
）
　
衆
（
5
）
　
諸
（
9
）
　
塗
（
4
）
　
如
　
無
（
6
）
　
油
（
2
）
　
疑
（
2
）
　
憂
　
幾
　
丘
（
2
）
　
求

（
2
）
　
牙
　
炬
　
欺
（
2
）
　
庫
　
枯
　
思
　
之
（
2
）
　
車
　
間
　
瀧
（
2
）
　
周
　
除
（
3
）
　
鹿
（
2
）
　
通
　
而
　
波
（
3
）
　
菩
　
魔

摩
　
螺
　
流
　
櫨

以
上
、
右
の
用
例
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
本
資
料
に
於
い
て
も
句
頭
字
に
対
す
る
上
声
点
加
点
例
は
四
字
四
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し



か
も
そ
の
四
例
は
い
ず
れ
も
去
声
点
と
共
に
加
点
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
去
声
点
は
、
句
頭
に
も
相
当
数
見
ら
れ
る
点

も
、
先
の
親
鸞
の
資
料
と
同
様
で
あ
る
。

計 入 去 上 平
㊥㊥

202 23 35 26 55
上

407 766 189 476 195

58 61 1 03 83
去

692 333 91 623 904

782 84 45 29 39
計

0001 0001 の001 0001 00個

．

次
に
句
中
に
於
け
る
去
声
点
加
点
例
4
3
字
8
4
例
に
つ
い
て
見
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
先
の
検

討
結
果
か
ら
、
句
中
で
は
あ
っ
て
も
語
頭
の
字
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
語

（15）

の
認
定
基
準
が
問
題
と
な
る
が
、
法
華
経
訓
点
資
料
に
依
っ
て
語
の
認
定
を
行
う
と
次
の
如

く
で
あ
り
、
例
外
の
二
例
を
除
き
、
他
は
総
て
語
頭
字
と
判
断
さ
れ
る
。

五
欲
娯
（
去
濁
）
欒
（
入
）
1
五
欲
を
も
て
娯
欒
し

皆
是
阿
（
去
）
惟
（
上
）
越
（
入
）
致
（
上
）
－
皆
走
れ
阿
惟
越
致
な
り

不
薫
以
（
平
）
旦
誓
書
（
平
）
－
「
矧
を
以
（
て
）
喜
（
は
）
不

飲
食
賢
去
）
薬
（
入
）
－
飲
食
と
撃
薬
と
に

真
（
去
）
珠
（
上
濁
）
羅
（
去
）
網
（
上
）
1
真
珠
（
の
）
羅
網
を

以
下
類
例
七
十
七
例
。

（
例
外
）摩

（
平
）
詞
（
平
）
波
（
去
）
閣
（
上
濁
）
波
薫
捏
（
上
濁
）
比
（
平
濁
）
丘
（
上
）
尼
（
上
）
（
一
1
1
）

若
阿
（
上
）
政
（
入
濁
）
摩
（
去
）
羅
（
上
）
（
八
1
9
5
）

右
の
例
外
二
例
は
音
写
字
で
あ
り
、
除
外
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
本
資
料

に
於
い
て
も
「
句
中
で
あ
っ
て
も
語
頭
字
で
は
去
声
を
と
ど
め
る
場
合
が
有
る
」
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
句
中
の
例
に
つ
い
て
、
当
該
字
の
声
調
と
直
前
の
字
の
声
調
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
表
H
の
如
く
に
な
る
。

呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程

一
九
九
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表
H
よ
り
、
先
の
親
鸞
の
資
料
と
同
様
、
句
中
で
は
直
前
の
字
の
声
調
に
か
か
わ
ら
ず
上
声
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
資
料
で

も
直
前
の
字
の
声
調
が
去
声
の
場
合
は
、
去
声
以
外
の
場
合
と
比
較
し
て
、
当
該
字
が
上
声
と
な
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た

だ
し
、
句
中
に
於
け
る
上
声
字
全
体
の
割
合
は
七
割
強
で
あ
り
、
表
I
の
場
合
よ
り
も
一
割
程
度
少
な
く
、
よ
り
古
い
資
料
で
は
句
中
に
於

け
る
上
声
化
の
程
度
が
低
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
去
声
点
加
点
例
の
み
の
一
音
節
字
、
上
声
占
茄
点
例
の
み
の
一
音
節
字
に
注
目
す
る
。
去
声
点
の

み
が
加
点
さ
れ
た
＝
音
節
字
は
、
本
資
料
中
に
聖
子
1
3
0
例
見
ら
れ
る
が
、
全
例
が
、
句
頭
あ
る
い
は
語
頭
の
字
で
あ
る
。
ま
た
、
去
声
点
加

点
例
が
存
せ
ず
、
上
声
点
の
み
加
点
さ
れ
た
例
が
、
8
0
字
1
4
7
例
存
す
る
。
こ
の
う
ち
2
例
を
除
く
1
4
5
例
は
、
総
て
句
中
で
の
用
例
で
あ
り
、

共
に
先
の
結
果
と
符
合
す
る
。
句
頭
の
上
声
占
茄
点
例
は
次
の
2
例
で
あ
る
。

旦
軋
面
（
人
）
践
（
平
）
賜
（
入
）
（
二
2
3
7
）

珠
（
上
）
交
（
上
）
露
頭
慢
薫
（
一
塑

（16）

こ
の
2
例
は
、
上
声
化
が
既
に
句
頭
字
に
ま
で
及
ん
だ
例
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
資
料
の
分
析
を
通
し
て
前
節
の
終
わ
り
に
ま
と
め
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

H
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』

（17）

『
法
華
経
単
字
』
は
巻
音
義
で
あ
り
、
そ
の
掲
出
字
の
声
点
は
、
法
華
経
本
文
の
読
調
音
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

『
法
華
経
単
字
』
の
掲
出
字
の
う
ち
、
＝
音
節
字
で
上
声
ま
た
は
去
声
の
声
点
が
見
ら
れ
る
字
を
抜
き
出
し
、
対
応
す
る
法
華
経
の
本
文
に
照

（

ほ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

9

）

合
し
、
本
文
中
の
位
置
と
掲
出
字
の
声
調
と
に
よ
っ
て
、
前
二
資
料
と
同
様
に
分
類
す
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
陀
羅
尼
こ
首
写
字
は
除

く
）
。

（
上
声
点
加
点
字
V

I
句
頭



（
該
当
字
な
し
）

H
句
中
　
（
6
6
字
）

（20）

0
時
（
2
「
－
＝
時
価
住
（
一
2
）
　
0
倶
（
3
）
－
萬
二
千
人
倶
（
豆
0
慈
（
1
1
）
－
以
慈
修
身
（
＝
空
　
0
跳
（
2
－
結

蜘
扶
坐
（
一
望
　
　
　
　
　
。

於
（
以
下
出
現
順
に
当
該
字
の
み
を
記
す
）
・
不
・
薦
・
威
・
雨
・
干
・
議
・
求
・
瑚
・
除
・
魔
・
祇
・
夫
・
家
・
璃
・
梨
・
蹄
・
既
・
遇
・

遊
・
宜
・
麻
・
葦
・
河
・
慮
・
篠
・
牛
・
衛
・
置
・
巽
・
斜
・
裾
・
相
・
鯉
・
鼠
・
埴
・
駐
・
障
・
症
・
演
・
戯
・
鬼
・
油
・
務
・
蕉
・

祖
・
央
・
酒
・
裏
・
戸
・
炬
・
達
・
私
・
菰
・
言
・
漁
・
慕
・
節
・
孤
・
應
・
疎
・
錬

（
去
声
点
加
点
例
V

I
句
頭
　
（
3
5
字
）

00

。
如
（
1
「
－
如
是
我
聞
（
一
2
）
。
無
（
4
）
　
－
無
復
煩
悩
（
一
4
）
　
其
（
5
）
　
－
英
名
日
（
一
5
）
。
靡
（
2
0
）
1
－
－
磨
不
周

遽
（
一
5
3
）

持
（
以
下
出
現
順
に
当
該
字
の
み
を
記
す
）
・
眉
・
微
・
奴
・
車
・
宮
・
初
・
呈
・
瑠
・
歌
・
鳴
・
奇
・
互
・
駕
・
愚
・
烏
・
娯
・
守
・
尿
・

狐
・
岨
・
魅
・
窺
・
書
・
都
・
貿
・
資
・
且
・
屠
・
誤
・
斗

H
句
中
（
3
5
字
）

扱
（
1
1
4
「
－
相
扱
相
撲
（
五
塑
　
思
（
鬱
　
－
是
不
可
思
議
（
二
㍑
）
　
稗
（
讐
　
－
奴
稗
車
乗
（
∵
狙
）
　
知
（
8
）
　
－
如

是
衆
所
知
識
（
一
1
0
）

之
（
以
下
出
現
順
に
当
該
字
の
み
を
記
す
）
・
修
・
園
・
非
・
周
・
悲
・
憂
・
加
・
枝
・
佳
・
九
・
欺
・
馳
・
妹
・
娯
・
墟
・
枯
・
楚
・
駐
・

吏
・
左
・
怖
・
巨
・
荷
・
蒲
・
妖
・
蒸
・
宏
・
牙
・
伽
・
珂

右
の
結
果
は
、
先
に
実
際
の
本
文
に
加
点
さ
れ
た
資
料
の
分
析
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
と
符
合
す
る
。
た
だ
し
、
本
資
料
に
は
、
句
頭
で
の
上

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二

声
点
加
点
例
は
見
ら
れ
ず
、
一
音
節
の
上
声
字
は
句
中
に
の
み
見
ら
れ
る
点
で
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
去
声
点
加
点
例
の
う
ち
句
中
の
も

（21）

の
に
例
と
し
て
記
し
た
「
扱
・
思
・
稗
」
の
三
字
の
如
く
、
語
中
の
字
と
判
断
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
先
の
二
資
料
で
は
、
句
中
で
の
去

声
は
、
語
頭
字
に
の
み
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
先
の
二
資
料
と
の
相
違
は
、
『
法
華
経
単
字
』
が
保
延
頃
の
呉
音
声
調
を
反
映
し

（22）

て
い
る
為
に
見
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
院
政
時
代
初
中
期
の
法
華
経
読
詞
の
場
で
は
、
〓
音
節
の
上
声
字
は
句
中
に
の
み
見
ら
れ
、

計 入 去 上 平
％

33 01 41 1 8 上

61 7 1 2 6 去

94 71 51 3 41 計

一
音
節
去
声
字
は
語
中
に
も
ま
だ
残
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
直
前
の
字
の
声
調
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
法
華
経
本
文
中
に
於
け
る
当
該
字

の
直
前
の
字
が
『
法
華
経
単
字
』
　
に
於
い
て
も
当
該
字
の
直
前
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
例
に
つ

い
て
－
す
な
わ
ち
読
詞
の
際
に
連
続
し
て
読
ま
れ
た
字
が
、
本
資
料
に
於
い
て
も
連
続
し
て

掲
出
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
－
当
該
字
と
直
前
の
字
の
声
調
を
調
べ
る
と
、
表
H
の
如
く

に
な
る
。
（
た
だ
し
、
本
文
に
於
け
る
直
前
の
字
が
入
声
の
場
合
は
全
例
を
取
っ
た
。
ま
た
、
例
が
少

な
い
為
、
用
例
数
を
記
す
に
止
め
、
百
分
率
は
出
さ
な
い
。
）

得
ら
れ
る
用
例
数
が
少
な
く
、
判
然
と
し
な
い
が
、
去
声
調
の
直
後
で
は
上
声
化
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

H
、
承
暦
本
『
金
光
明
景
勝
王
経
音
義
』

承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
年
）
抄
の
奥
書
を
持
つ
本
資
料
も
ま
た
巻
音
義
で
あ
る
。
本
音
義
の

掲
出
字
の
う
ち
上
声
点
加
点
例
は
十
八
例
の
み
で
あ
り
、
音
訳
字
・
随
羅
尼
字
を
除
け
ば
十

例
に
減
る
。
そ
の
う
ち
一
音
節
字
は
「
鶴
・
杷
・
前
・
杵
・
黎
」
　
の
五
字
で
あ
る
。
こ
の
五

（23）

字
に
つ
い
て
本
音
義
で
の
上
接
掲
出
字
と
景
勝
王
経
本
文
（
西
大
寺
本
に
依
る
）
と
を
対
比
し

て
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。



（
上
接

．
偲

．
筍

椿
．

．
斧

，
㍉．

妃

，
‥

（
当
該
字
）
　
　
　
（
最
勝
王
経
本
文
）

鳥
与
偲
鶴
鳥
　
　
　
　
（
巻
一
）

萄
禍
根
（
苫
調
）
　
　
　
　
（
巻
七
）

一
虞
躊
剰
取
其
香
末
　
（
巻
七
）

．
杵
　
長
杵
銭
輪
井
謂
索
　
　
（
巻
七
）

．
拾
．
黎
　
常
以
正
法
施
化
玲
剰
　
（
巻
十
）

（24）

当
該
字
は
い
ず
れ
も
句
中
の
字
で
あ
り
、
か
つ
語
中
の
字
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
「
鶴
」
「
杷
」
「
黎
」
の
三
字
は
上
接
掲
出
字
の
「
備
」
「
萄
」

「
拾
」
に
そ
れ
ぞ
れ
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
杵
」
の
最
勝
王
経
本
文
に
於
け
る
上
接
字
「
長
」
は
本
音
義
中
に
声
点
加
点
例

は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
法
華
経
単
字
』
の
掲
出
字
に
は
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
「
長
」
も
去
声
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
音
義
に
於
い
て
も
、
去
声
の
直
後
で
は
上
声
化
が
起
こ
り
や
す
い
と
言
え
よ
う
。
残
る
一
例
「
揺
師
」
は
平
声
に
続
く
上
声
の
例
で

あ
り
、
語
中
の
、
去
声
以
外
の
声
調
の
直
後
で
の
上
声
化
の
初
期
の
例
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

一
方
、
一
音
節
の
去
声
字
は
音
訳
字
・
随
羅
尼
字
を
除
い
て
3
3
例
と
比
較
的
多
い
。
こ
の
3
3
例
中
に
語
中
の
字
の
例
が
次
の
如
く
9
例
見

ら
れ
る
。

（
当
該
字
）
　
　
（
最
勝
王
経
本
文
）

恥楚雅錬貸

心
懐
悦
恥

及
以
鞭
杖
苦
楚
事

容
儀
温
雅
甚
端
厳

若
受
鞭
杖
伽
鎖
繁

多
獲
賓
貸

（
訓
読
文
）

心
に
悦
恥
す
る
こ
と
を
懐
（
き
）
　
て

及
以
鞭
杖
と
の
苦
楚
の
事
を

容
儀
温
雅
に
し
て
甚
端
厳
な
る
を

ヘ

イ

　

　

　

　

　

　

サ

若
鞭
杖
を
受
ケ
伽
鎖
に
繋
（
け
）
　
ラ
レ
て

多
ク
賛
貸
を
獲
む

（所在）

巻
三

巻
二

巻
二

巻
二

巻
三

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程



瀧姐暑渚

鎌
　
倉
　
時
　
代

悉
皆
散
瀧

膿
爛
晶
姐
不
可
欒

寒
暑
調
和
時
不
承
序

念
者
皆
興
薦
洲
渚

語
　
研
　
究

悉
ク
皆
散
濃
し
て

ウ

　

ミ

ダ

　

　

　

ム

シ

膿
ミ
爛
レ
キ
、
轟
姐
ト
な
り
欒
（
む
）
可
（
か
ら
）
ず
〔
不
〕

（
と
）
き
ツ
イ
ヂ
ソ
む

寒
暑
調
和
に
し
て
、
時
　
序
を
希
か
じ
　
〔
不
〕

な

念
す
る
者
に
は
皆
輿
に
洲
渚
と
薦
り
た
ま
ふ

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

二
〇
四

保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
で
も
三
例
の
語
中
の
去
声
字
を
指
摘
で
き
た
が
、
承
暦
以
前
の
呉
音
声
調
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
本
音
義
で

は
、
語
中
に
於
い
て
も
上
声
化
し
な
い
例
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。

四
、
；
日
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程

鎌
倉
時
代
極
初
期
の
親
鸞
の
資
料
に
於
い
て
、
〓
音
節
の
去
声
字
が
上
声
化
し
た
例
は
、
大
部
分
が
句
中
の
例
で
あ
る
こ
と
を
手
懸
に
、

わ
ず
か
な
資
料
に
つ
い
て
で
は
あ
っ
た
が
、
時
代
を
遡
る
形
で
見
て
来
た
。

『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
　
『
法
華
経
単
字
』
の
分
析
結
果
よ
り
、
〓
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
ま
ず
語
中
字
で
か
つ
直
前
の
字
の
声
調

が
去
声
の
場
合
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
次
第
に
語
中
の
他
の
声
調
の
直
後
の
場
合
に
も
及
ん
で
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
去
声
以
外
の
声
調
が
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
、
本
稿
の
分
析
結

果
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
。
去
声
以
外
の
直
前
の
字
の
声
調
に
か
か
わ
ら
ず
、
語
中
の
字
で
あ
る
こ
と
が
上
声
化
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ

（25）

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
音
節
字
の
上
声
化
は
、
句
中
の
語
頭
字
に
ま
で
及
ぶ
様
に
な
る
。
こ
の
場
合
も
去
声
字
の
直
後
で
は
上
声
化

し
や
す
い
。
さ
ら
に
時
代
が
降
る
と
、
本
来
の
二
音
節
去
声
字
は
、
つ
い
に
句
頭
に
於
い
て
も
上
声
と
な
り
、
一
音
節
字
は
上
声
、
二
音
節

字
は
去
声
と
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
二
の
鎌
倉
中
期
朱
点
で
は
、
本
来
の
一
音
節
去
声
字
は
7
2
9
例
が

上
声
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
去
声
は
句
頭
に
5
例
、
句
中
の
語
頭
字
に
2
例
を
と
ど
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
を
簡
単
に
記
せ
ば
、
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。



語
中
字
で
か
つ
去
声
の
直
後
1
語
中
字
（
直
前
の
字
の
声
調
に
拘
ら
ず
）
1
語
頭
字
で
か
つ
去
声
の
直
後
（
た
だ
し
句
中
）
1
語
頭
字
（
直

前
の
字
の
声
調
に
拘
ら
ず
。
た
だ
し
句
中
）
1
句
頭
字

五
、
院
政
時
代
の
和
語
に
於
け
る
〓
音
節
去
声

そ
れ
で
は
何
故
に
上
声
化
が
語
中
・
句
中
よ
り
始
ま
り
、
語
頭
・
句
頭
に
は
比
較
的
遅
く
ま
で
去
声
を
と
ど
め
た
の
か
が
次
に
問
題
と
な

（26）

ろ
う
。
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
当
時
の
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
影
響
に
よ
る
変
化
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば

そ
の
上
声
化
の
過
程
に
於
い
て
も
当
時
の
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
蒙
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

金
田
一
春
彦
博
士
は
『
類
衆
名
義
抄
』
の
和
訓
に
付
さ
れ
た
声
点
を
調
べ
た
結
果
、
「
去
声
の
点
は
、
必
ず
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、
第
1

拍
の
文
字
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
去
声
点
で
表
記
す
る
よ
う
な
音
調
は
第
1
拍
に
し
か
来
な
か

っ
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
国
語
で
も
調
素
の
並
び
方
に
一
定
の
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ

（27）

て
い
る
。

（28）

ま
た
、
同
じ
く
院
政
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
和
名
類
衆
抄
』
の
古
写
本
声
点
本
に
於
い
て
も
、
去

（29）

声
点
は
語
頭
の
文
字
か
、
複
合
語
の
中
に
あ
っ
て
の
語
頭
の
文
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
院
政
時
代
の
和
語
に
於
い
て

は
、
一
音
節
の
去
声
調
は
語
頭
に
だ
け
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漠
字
音
に
於
い
て
、
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
が
語
中
・
句
中
よ
り
起
こ
り
語
頭
・
句
頭
に
は
比
較
的
遅
く
ま
で
去
声
を
と
ど
め
た
の
は
、

こ
の
様
な
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
背
景
が
有
っ
た
為
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
む
　
　
　
す
　
　
　
び

一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
と
い
う
一
事
象
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
あ
っ
た
が
、
呉
音
声
調
の
分
析
は
当
該
字
一
字
を
抜
き
出
し
て
行
う
だ

呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
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二
〇
六

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
呉
音
声
調
が
当
時
の
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
指
摘
し
た
事
柄
は
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
資
料
で
確
認
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注

（
1
）
　
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
　
（
東
京
堂
出
版
）
　
二
六
二
頁
。

（
2
）
　
奥
村
三
雄
「
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト
ー
呉
昔
声
調
の
国
語
化
－
」
　
（
「
国
語
国
文
」
第
2
2
巻
1
1
号
）
、
高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』
な
ど
。

（
3
）
　
上
声
化
が
完
了
し
き
っ
て
い
な
い
鎌
倉
初
期
と
い
う
時
代
と
、
詳
密
な
加
点
状
況
と
か
ら
本
資
料
が
選
ば
れ
る
。
底
本
は
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集

成
　
第
七
巻
』
　
（
法
蔵
館
）
。
現
在
は
、
『
観
無
量
寿
経
註
』
・
『
阿
弥
陀
経
註
』
と
し
て
二
巻
に
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
一
巻
で
あ
っ
た
為
、
共

に
扱
う
。
奥
書
は
見
ら
れ
な
い
が
、
宮
崎
園
遵
氏
は
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
七
巻
』
の
解
説
の
中
で
、
建
仁
～
元
久
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。

（
4
）
　
ま
ず
上
声
点
加
点
例
、
去
声
点
加
点
例
を
共
に
有
す
る
字
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
場
合
に
上
声
と
な
り
ど
の
様
な
場
合
に
去
声
と
な
る
の
か
を

見
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
　
上
声
点
加
点
例
の
当
該
字
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
去
声
点
加
点
例
の
同
二
子
は
同
一
番
号
で
あ
る
。

（
6
）
　
上
声
点
を
以
下
（
上
）
と
記
す
。
他
の
声
調
に
つ
い
て
も
同
様
。
ま
た
本
資
料
で
は
入
声
に
「
急
」
　
（
舌
内
入
声
と
促
音
を
示
す
）
と
「
緩
」
　
（
開

音
節
化
し
た
音
を
示
す
）
　
と
の
二
種
類
を
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
共
に
　
（
入
）
　
あ
る
い
は
　
（
入
濁
）
　
と
し
て
分
け
な
い
。

（
7
）
　
注
（
3
）
書
中
の
所
在
を
示
す
。
上
の
数
字
が
頁
数
、
下
の
数
字
が
行
数
で
あ
る
。
貢
数
を
○
で
囲
ん
だ
用
例
は
、
現
在
『
阿
弥
陀
経
註
』
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
の
用
例
で
あ
る
。

（
8
）
　
　
『
承
暦
本
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
「
図
書
寮
本
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
呉
音
注
・
和
音
注
」
『
九
条
本
法
華
経
音
』
『
法
華
経
単
字
』
『
安

田
八
幡
宮
本
大
般
若
波
羅
密
多
経
』
等
で
あ
る
。

（
9
）
　
去
声
で
あ
る
資
料
が
多
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
　
（
法
蔵
館
）
に
依
る
。
至
徳
二
年
書
写
本
（
本
巻
）
と
康
應
元
年
書
写
本
（
末
巻
）
が
兵
庫
県
川
西
市
火
打
勝
編
寺
に



（11）（12）（13）（14）（15）（16）（17）

（18）（19）（20）（21）（22）

伝
わ
る
と
言
う
。
『
阿
弥
陀
経
註
』
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
延
書
の
様
な
も
の
は
伝
わ
ら
な
い
ら
し
い
が
、
同
様
な
部
分
が
多
い
為
、
類
推
し
て
判

断
で
き
る
。

上
声
と
去
声
と
の
両
方
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
「
高
二
（
上
）
十
五
語
首
句
（
苧
3
）
」
の
「
五
」
と
梵
語
音
訳
字
で
あ
る
『
僑
（
去
）
梵
（
平
濁
）
波

（
去
〉
提
（
上
濁
）
（
①
－
6
）
」
の
「
波
」
と
で
あ
る
。

は
た
し
て
直
読
の
際
に
語
の
意
識
が
働
い
た
か
ど
う
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
一

音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
句
中
の
字
で
あ
っ
て
も
語
頭
字
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
相
違
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
資
料
は
築
島
裕
、
小
林
芳
規
両
博
士
の
移
点
本
を
拝
借
し
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

用
例
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
句
切
点
に
よ
る
句
の
形
で
記
し
た
。
巻
数
・
行
数
も
国
会
図
書
館
蔵
本
の
も
の
で
あ
る
。

龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
鮎
（
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
）
、
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
鮎
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
別
刊
第
四
）
に
依

る
。

「
珠
」
は
「
真
珠
」
の
語
と
し
て
法
華
経
中
に
十
三
例
見
ら
れ
、
国
会
図
書
館
蔵
本
の
声
点
加
点
例
は
い
ず
れ
も
上
声
で
あ
る
。
『
法
華
経
単
字
』

も
「
珠
」
の
初
出
例
で
あ
る
「
真
珠
」
の
箇
所
で
「
珠
」
の
字
を
掲
出
し
、
掲
出
字
声
点
、
反
切
下
位
字
声
点
と
も
上
声
で
あ
る
。
「
真
珠
」
な
ど

の
例
を
通
し
て
当
時
既
に
上
声
と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
五
〇
〇
頁
・
五
〇
三
頁
。

句
の
認
定
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
依
る
。

院
政
時
代
以
前
の
呉
音
直
読
資
料
で
詳
密
な
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
資
料
を
外
に
見
得
て
い
な
い
為
、
今
は
巻
音
義
を
資
料
と
す
る
。

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
の
複
製
本
の
頁
数
。

た
だ
し
「
婦
」
の
反
切
下
位
字
は
平
声
で
あ
る
。
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
も
「
奴
婦
」
の
例
で
「
稗
」
に
は
平
声
濁
の
点
が
加
点
さ
れ
て
お

り
問
題
の
残
る
例
で
あ
る
。

試
み
に
先
に
扱
っ
た
親
鸞
の
資
料
の
一
音
節
字
の
う
ち
、
上
声
点
ま
た
は
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
に
つ
い
て
、
そ
の
初
出
例
の
声
調
を
当
該

字
の
声
調
と
し
て
採
っ
て
み
る
と
、
上
声
が
8
9
字
、
去
声
が
4
2
字
と
な
り
上
声
字
が
去
声
字
の
二
倍
以
上
に
な
る
。
『
法
華
経
単
字
』
で
は
去
声
字

の
方
が
や
や
多
い
こ
と
か
ら
も
『
法
華
経
単
字
』
が
よ
り
古
い
時
代
の
声
調
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

春
日
政
治
『
胡
椒
金
光
明
最
勝
王
経
古
鮎
の
国
語
学
的
研
究
』
に
依
る
。

ツ

　

フ

ル

前
注
著
書
中
の
訓
読
文
に
依
る
。
以
下
同
じ
。
「
梼
師
」
は
「
括
キ
節
ヒ
て
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
が
、
『
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
』
に
「
梼
飾
」

呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
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二
〇
八

タ
ウ
シ

（
中
九
ウ
8
　
夕
畳
字
）
と
し
て
掲
出
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
も
、
「
梼
簡
和
合
」
（
六
6
9
）
と
資
料
中
に
数
少
な
い
仮
名
音
注

が
同
時
に
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
直
読
の
際
に
は
「
梼
師
」
で
〓
蒜
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
空
　
漠
字
音
に
於
け
る
一
音
節
去
声
字
の
●
十
〇
1
●
●
と
い
う
変
化
に
於
い
て
直
前
の
字
が
上
声
（
●
）
で
あ
る
こ
と
は
直
接
に
は
関
係
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
沼
本
博
士
の
説
（
注
（
望
著
書
四
二
二
頁
）
と
異
な
る
（
た
だ
し
博
士
は
一
音
節
の
去
声
字
が
上
声
の
後

で
は
多
く
上
声
化
す
る
と
い
っ
た
例
を
示
さ
れ
て
は
い
な
い
）
。

（
2
6
）
　
注
（
1
7
）
著
書
、
五
〇
〇
～
五
〇
四
頁
。

（
2
7
）
　
　
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
原
理
と
方
法
』
・
四
五
・
四
六
頁
。

（
讐
　
馬
渕
和
夫
編
『
和
名
類
衆
抄
話
柄
本
文
お
よ
び
索
引
』
に
依
る
。

（
讐
　
た
だ
し
、
江
戸
時
代
初
期
写
の
十
巻
本
系
東
京
大
学
本
（
京
本
）
で
は
「
紐
飯
」
に
対
し
て
「
加
〈
平
）
之
（
去
）
岐
（
上
）
可
（
上
）
天
（
上
）
」
と
声
点
が
加

点
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
和
訓
が
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
に
二
例
、
『
鎮
国
守
国
神
社
本
類
衆
名
義
抄
』
に
一
例
見
ら
れ
る
が
、
「
シ
」

に
は
三
例
と
も
平
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
『
和
名
類
衆
抄
』
の
例
に
誤
写
の
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

［
付
記
］
本
稿
は
昭
和
六
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
い
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
に
補
筆
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会
に
お

い
て
は
、
沼
本
克
明
博
士
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
ま
た
、
稿
を
成
す
に
当
っ
て
佐
々
木
峻
先
生
・
原
卓
志
氏
に
御
助
言
を
賜
り
、
小
林
芳
規

先
生
に
は
終
始
暖
か
い
御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
学
恩
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。




